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【目的】

当院維持透析患者で下肢切断術に至る過程と切断後の生命予後について背景因

子から検討した。

【対象・方法】

1996 年～2016 年までに当院で透析中に下肢切断術を受けた 51 名（男性 37 名、

女性 14名）を対象とし透析導入から下肢切断までの経過と切断後の生命予後に

ついて糖尿病（DM)の有無・透析歴等の因子にて検討した。

【結果】

原疾患では DM：非 DM＝36：17 と DM が多く透析導入から切断までの期間は DMで

10 年以内が 86％と最も多く非 DMでは 20年以上で 40％と最も多かった。一方切

断後の生存期間は 2 年未満・2-5 年未満がそれぞれ DM で 30％・17％、非 DM で

86％・0％であった。

【考察】

DM 患者は導入後早期に下肢切断を経験し切断後の生存率は緩やかに低下した。

非 DM 透析患者は透析歴 20 年以上での下肢切断が多く切断後は 5 年以内に全員

が死亡した。DM の有無は下肢切断に関する因子となるが切断後の予後に関して

は長期透析による動脈硬化等の関与が推測された。


